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令和元年第１２回教育委員会議事録 

 

開 催 日 時  令和元年１２月２５日（水） 

午前９時３０分～午前１０時３４分 

 

場     所  教育委員会会議室 

 

出  席  者  教   育   長  石 黒   貢 

 教育長職務代理者  加 藤  正 道 

委       員  木 下  史 江 

委       員  中 川  まどか 

委       員  髙 橋  洋 一 

 

事務局出席者  教 育 総 務 部 長  荒 浪   淳 

 学 校 教 育 部 長  井 上  正 人 

教育総務部副部長兼社会教育課長 

            井 上  隆 雄 

学校教育部副部長兼学務課長 

田 口  周 一 

 教 育 総 務 課 長  関 根  宏 夫 

 文 化 財 保 護 課 長  岸 本  光 子 

指導課長兼小中一貫教育推進室長 

五 味  理絵子 

 教育総務課庶務係主事  武 内  由 紀 

 教育総務課庶務係主事  髙 橋  仁 志 

査  
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○ 開会の言葉及びあいさつ  石黒教育長 

 

会議事項 

１．会議録の承認について 

(1) 令和元年第１１回教育委員会定例会分 

【出席教育委員全員が承認】 

 

２．教育長諸報告について [ 別紙のとおり ] 

 

３．各部課長報告・連絡事項 

●荒浪教育総務部長 

（１）令和元年第４回八潮市議会定例会一般質問について 

【資料説明】 

 教育総務部関係では２点の質問がございました。 

 １点目が金子壮一議員からの「子ども・子育て支援事業計画の策定について」

質問要旨１ ③「学童クラブと放課後子ども教室の一体的実施について」でご

ざいますが、「本市における放課後子ども教室につきましては、子ども週末活動

推進事業として「こども土曜広場」を実施しており、週末に、小学校施設を活

用し、学校やＰＴＡをはじめ地域の皆様のご協力のもと、スポーツや文化活動

等を行っているところでございます。 

 今後につきましては、児童の放課後等における安全・安心のさらなる確保と

ともに、多様な体験・活動への参加機会の提供のため、新・放課後子ども総合

プランを踏まえ、現在策定中の第２期子ども・子育て支援事業計画に基づき、

放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体的な実施について、地域の皆様の

ご理解とご協力をいただきながら、進めてまいりたいと考えております。」と答

弁いたしました。 

 ２点目が鈴木貞夫議員からの「国重要文化財和井田家住宅について」質問要
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旨１ ①「和井田家住宅の年間の見学者数（市内、県内、県外別）について」

でございますが、「重要文化財和井田家住宅につきましては、その活用を図るた

め、８月・１２月・１月を除き月１回の一般公開の日を設け、広く市民等に公

開しております。ご質問の見学者数につきまして、過去５年の状況を年度別に

申し上げますと、平成２６年度が市内１２２人、県内４５人、県外２人、国外

１人の計１７０人、平成２７年度は市内１４２人、県内２７人、県外８６人の

計２５５人、平成２８年度は市内８０人、県内２８人、県外２０人、国外１人

の計１２９人、平成２９年度は市内８９人、県内４７人、県外４７人、国外１

人の計１８４人、平成３０年度は市内８２人、県内２９人、県外３０人の計１

４１人、また今年度につきましては１１月末日現在の数値ではありますが、市

内７４人、県内２２人、県外４人の計１００人でございます。」と答弁いたしま

した。 

 次に質問要旨１ ②「駐車場がないため、市内でも見学したことのない市民 

の皆様が多いと思います。見学の機会を増やす方策の一つとして、西側に駐車 

場の整備が有効と思われますが、市のお考えをお聞きします。」について、「平

成 17 年に重要文化財に指定された和井田家住宅につきましては、文化庁の重要

文化財（建造物）保存活用計画策定指針に基づき、将来にわたり文化財の適正

な保存活用を図るため、所有者、有識者、地元代表者、市担当者及び指導助言

者としての国・県担当者からなる委員会を立ち上げ、「重要文化財（建造物）和

井田家住宅保存活用計画」を平成１８年度に策定いたしました。 

 この計画を検討する中で、公開するにあたっての駐車スペースについても議 

論がなされましたが、文化財を取り巻く田園景観の保全を望まれる所有者の意 

向もあり、暫定的に主屋北側の敷地内に駐車スペースを設けているという経緯 

がございますことから、新たな駐車場の整備につきましては、慎重に検討する 

必要があるものと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。」と 

答弁いたしました。 
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 最後に質問要旨１ ③「基本的には、毎月第３土曜日の午前１０時から午後 

２時までの見学が可能となっています。先月、私が見学した折は、和井田家の 

当主が詳しく説明をしてくださいました。見学にあたっては、板の間の拭き掃 

除や、庭の掃き掃除をして見学者を迎え入れてくださいました。市としても和 

井田家住宅に関して更なる支援をするお考えについてお聞きします。」について、 

「和井田家住宅に対する市の支援としましては、文化財の保存に対する支援と

して、平成２１年度の防災設備設置事業や平成２４年から３年をかけて行った

主屋・長屋門の修理事業等、公開環境の整備面での支援として、見学用パンフ

レットの作成をおこなっております。 

 なお、公開にあたりまして、所有者の負担軽減を図るための支援策として、

過去に管理員の派遣を所有者に打診したことがございます。その際、所有者が

自己所有物件として自身で管理したいとの意向を示されたことから、これまで

人的支援はおこなっておりません。 

 今後につきましても、本市の貴重な文化財として、所有者の意向を伺いなが 

ら必要な支援をおこなってまいりたいと考えております。」と答弁いたしました。 

 

（２）令和元年１１月分「市民の声ボックス」の受付及び処理状況について 

【資料説明】 

 市全体の「市民の声ボックス」の１１月分の投書は２１件、このうち教育委

員会への投書はございませんでした。 

 

●井上学校教育部長 

（１）令和元年第４回八潮市議会定例会一般質問について 

【資料説明】 

 まず矢澤江美子議員より、質問事項４「職員・教職員・被扶養者へのマイナ

ンバーカードの一斉取得の推進について」質問要旨１「１０月末時点マイナン

バーカード申請・取得状況（職員、教職員、被扶養者の人数とそれらの割合）

について、どのように国に報告をしましたか。」について、「１０月末時点での
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マイナンバーカードの申請・取得状況につきましては、国から市教育委員会へ

の調査依頼はございませんでした。そのため、市教育委員会としては国への報

告は行っておりません。」と答弁いたしました。 

 次に質問要旨２ ①「国の省庁（総務省、文科省）から県を通じて、「取得し

ない理由」の調査依頼は届いているか。」について、「現在、国の省庁から県を

通じて、マイナンバーカードを「取得しない理由」を聞く調査依頼は届いてお

りません。」と答弁いたしました。 

 次に質問要旨２ ②「今後、仮にそのような調査依頼があった場合の対応に

ついて伺います。」について、「教職員のマイナンバーカードに係る申請や取得

状況の把握につきましては、任命権者である埼玉県教育委員会が担当している

ため、市教育委員会が、直接、教職員へ「取得しない理由」を聞く調査依頼が

届くことはないものと考えております。           

 なお、仮に調査依頼が届いた場合につきましては、どのような形で依頼があ

るか分かりませんが、マイナンバーカードの取得は任意であることを踏まえ対

応してまいりたいと考えております。」と答弁いたしました。 

 続いて朝田和宏議員より、質問事項４「小学校卒業式における「服装」につ

いて」質問要旨１「ここ数年、市内の小学校卒業式でも「はかま」を着用して

参列する児童の姿が見受けられます。日本伝統の和服の華やかさがある一方で、

普段とは違う着慣れない服装で、式の途中で体調を崩すケースや、トイレに行

くことを我慢するなどしてしまうケースもあると聞いています。そこで、市内

の小学校では同様なケースは発生しているのか、また何割程度の児童が、はか

まを着て参列しているのか伺います。」について、「市内の全小学校に確認しま

したところ、「はかま」を着用して卒業式に参列している児童の割合は、平成２

９年度及び、平成３０年度は市全体で１割にも満たない人数でございました。

また、式の途中で体調を崩した児童やトイレに行くことを我慢した児童はなか

ったと伺っております。」と答弁いたしました。 

 続きまして前田貞子議員より、質問事項２「ポケトーク（翻訳機）の導入に
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ついて」質問要旨１「日本語が話せない外国人児童・生徒やその保護者の支援

を充実させる為にポケトーク導入についてお伺いいたします。」について、「現

在、ポケトークいわゆる翻訳機につきましては、すでに松之木小学校で１台、

八條北小学校で３台導入しており、学習面や生活面で活用しています。                      

 今後、校長連絡協議会で周知し、各学校において必要に応じ、導入を検討し

ていただけるよう働きかけてまいります。」と答弁いたしました。 

 続きまして池谷正議員より、質問事項３「小中学校教員への「変則労働時間

制」の導入について」質問要旨１①「仮に法案が成立した場合、本市の学校現

場への導入に至るプロセスについて」でございますが、「公立学校教員の労働時

間を年単位で調整できる「変形労働時間制」を盛り込んだ「公立の義務教育諸

学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」の一部改正案が令和元年１２

月４日可決し、成立いたしました。                       

 この法案の一部改正案が成立した場合の学校現場への導入に至るプロセスに

つきましては、任命権者である埼玉県教育委員会から、現在のところ何も示さ

れておりません。今後、法案の成立を受け、県が条例改正の手続きに入ること

が想定されることから、県の動向を注視するとともに、併せて県内外の他自治

体の動向についても情報収集に努めてまいりたいと考えております。」と答弁い

たしました。 

 次に質問要旨１②「「変形労働時間制」の導入について見解を伺います。」に

ついて、「変形労働時間制」の導入につきましては、任命権者である埼玉県教育

委員会から、現在のところ何も示されておらず、その動向について注視してい

るところでございます。今後、任命権者である埼玉県において条例をはじめ、

関係規定の整備が行われた場合、その運用等の通知があると考えております。

その際は、校長会等と協議を重ねてまいりたいと考えております。」と答弁いた

しました。 

 続きまして鹿野泰司議員より、質問事項３「教育施策について」質問要旨１

「１１月１９日、小中一貫教育「はばたき２０１９」研究発表会が開催されま
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した。発表会では小中の学力の状況についても紹介がありました。                           

 そこで、中学校にも市費補助教諭の配置を求めたいと思いますがいかがでし

ょうか。」について、「現在、八潮市内全ての中学校に１名ずつ、個に応じた学

習支援を行う少人数指導補助教員を配置しております。」と答弁いたしました。 

 最後に大泉芳行議員より質問事項２「八潮市の子ども・子育て支援事業につ

いて」質問要旨１⑥「不登校や引きこもりの子どもの学習の支援について」に

つきまして、「不登校児童生徒の学習支援につきましては、各学校において、児

童生徒の実態に応じて行っております。                            

 現在策定中の「第２期八潮市子ども・子育て支援事業計画（案）」におきまし 

ては、不登校児童生徒への対応についての具体的事業が示されており、この中 

で、さわやか相談員・専任教育相談員による相談を実施し、児童・生徒のいじ 

め、不登校への対応を行う等とされています。こうした児童生徒の学習支援の 

取組につきましては、その必要性が高まっていることから、継続して実施をし 

てまいりたいと考えております。」と答弁いたしました。 

 

●井上教育総務部副部長兼社会教育課長 

（１）令和２年八潮市成人式の開催について 

【資料説明】 

 令和２年１月１３日、月曜日、成人の日、午後１時３０分から、八潮メセナ

におきまして、「令和２年八潮市成人式」を開催します。 

 今回の成人式の対象者は、平成１１年４月２日から平成１２年４月１日まで

に生まれた方で、男性４６１人、女性３９７人、合計８５８人でございます。 

 

（２）令和元年度未来を担う私たちの主張（青少年の主張大会）の 

   結果について 

【資料説明】 

 ８月２５日に行われた県大会の結果でございます。すでに皆様にはご報告済
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みですが、この中で、中学生の部最優秀賞・知事賞の八潮中バホラ アフシン 

アシフさんが、県の代表として全国大会に推薦されましたが、その結果、努力

賞となり、残念ながら、全国大会での発表者にはなれませんでした。 

 

（３）民法改正に伴う成人式のあり方について 

【資料説明】 

 民法改正により、令和４年４月から、成年の年齢が１８歳となります。 

これに伴い、成人式の対象をこれまで通り２０歳とするのか、民法に合わせて

１８歳とするのか。 

 本市の成人式の主催者は、教育委員会と成人式実行委員会となっております

ので、教育委員会として見解を出す必要があるものと考えております。 

 このため、資料のとおり、考え方の「たたき台」を取りまとめましたので、

これをご説明させていただき、本日と、次回の定例会で、委員の皆様のご意見

をいただきたいと考えております。 

 なお、今後につきましては、本日と次回１月２２日の定例会でご意見をいた

だいたうえで、教育委員会の見解を取りまとめ、市の内部の会議で庁内に周知

を図り、議会などへ情報提供し、４月に広報やしおや市のホームページでの公

表を考えております。 

 説明は以上でございます。ご意見等ございましたら、お願いします。 

 

（４）その他 

 研修会の情報提供をさせていただきます。 

 令和２年１月２３日木曜日、１３時１０分から、八潮メセナホールで、東部

地区社会教育関係委員・職員研修会がございます。この研修会は、毎年１回開

催され、今年度、本市が会場となってございます。 

 内容は、講演と実践報告で、講演の講師は、竹原和泉（たけはら いずみ）

さんという方で、横浜市の学校運営協議会会長、また、中央教育審議会 地域
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とともにある学校の在り方に関する作業部会委員などをされている方です。講

演のテーマは、「学校と地域をつなぐ 社会総がかりで子どもを育むために」で

す。 

 また、実践報告では、本市の社会教育指導員の矢部先生が「学校開放講座」

をご紹介することになっています。お時間があれば、ご参加ください。 

 最後に、その他の２点目ですが、ＰＴＡ広報誌を配布させていただいており

ます。封筒に入っておりますので、お時間のあるときにご覧ください。 

 

●田口学校教育部副部長兼学務課長 

（１）学校給食費の収納状況について 

【資料説明】 

１２月２３日現在、１１月分までの収納率となっております。 

小学校が９９．８３％、中学校が９９．５７％、小中合計が９９．７４％に

なっておりまして、昨年度の同時期と比較すると０．２１％プラスになってお

ります。未納額も４９５，０６１円少なくなっております。 

 今後も学校と情報共有をしながら、個々に対応した収納を進めていきたいと

考えております。 

 

（２）インフルエンザ等による学級閉鎖の状況について 

【資料説明】 

 １１月２８日の中川小から始まり、６クラスが学級閉鎖となっております。 

 昨年度は、１１月５日から学級閉鎖が始まっておりますので、昨年度よりは

遅い始まりとなっております。 

 今後も校長会を通じ、注意喚起を進めていきたいと思います。 

 

●関根教育総務課長 

（１）令和２年度定例教育委員会の開催予定（素案）について 
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【資料説明】 

 原則、毎月、第４水曜日午前９時３０分からの開催を予定しておりますが、

７月及び９月は第５水曜日を予定しております。 

 また、３月は第４火曜日の２３日を予定しております。 

 つきましては、日程を調整の上、ご出席くださるよう、お願いいたします。 

 なお、既にこの素案の開催日で都合がつかない場合は、１月８日(水)までに

ご連絡いただくようお願いいたします。 

 

●五味指導課長兼小中一貫教育推進室長 

（１）八潮こども夢大学について 

【資料説明】 

 ５０名の児童生徒が今年度修了しております。人数も例年通りの人数です。 

 活動報告書につきましては、合計８回を予定しておりましたが、１回は台風 

１９号の影響で中止となり、計７回実施しております。 

 多くの児童生徒や保護者が参加しましたが、大変喜んでおりました。 

 第３回の淑徳大学の見学へ行きました。立派な発表をしていて素晴らしかっ

たです。 

 

（２）学習塾との連携事業について 

【資料説明】 

 １月の第２週から２月の第５週の土曜日、合計８回を予定しております。 

 現在のところ１１８名が希望しており、昨年度は１００名でしたので、少し 

増えております。対象は５年生で、実施教科は国語と算数です。 

 

（３）令和元年度１１・１２月事件・事故報告について 

【資料説明】 

 不審者の件数が３件、交通事故が１件ありました。 
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 大きな事故には繋がっていませんが、今後も警察と連携を取りながらパトロ

ールの強化を図っていきたいと考えております。 

 

（４）神奈川県綾瀬市教員研修について 

【資料説明】 

 令和２年１月１４日から１７日までの４日間、総括教諭（八潮市で言う教務

主任に当たる方）４名が研修に来られます。 

 八潮市の取組についてのプレゼンを行い、その後、大曽根小学校と大原中学

校を視察されます。 

 

（５）その他 

 １点目、３名の教育長表敬訪問を実施いたしました。 

 八潮中１年生バホラ・アフシン・アシフさんが第４１回少年の主張大会努力

賞、大原中３年生大澤夏輝さんが渡辺オールスターズで全日本中学生野球岩手

大会３位、大原中２年生鈴木晃太さんが第４３回東日本トランポリン競技選手

権大会Ｂクラス個人優勝、シンクロ優勝という結果を残しております。 

 ２点目、学力優秀生徒についてです。こちらは東部地区学力検査を年間３回

行っており、５教科の総合で１位になった生徒がおります。八幡中３年生平山

涼花さんです。東部管内１５市町あり、中学３年生約１２，０００人が受けて

おり、その中の１位でした。 

 ３点目、ジョイスタ公立高校入試対策についてです。現在実施しております。

国語、数学、英語については２回ずつ、理科、社会が１回ずつで合計８回実施

します。指導者は中学校の教員です。 

 毎回２０名前後の生徒が参加しており、真剣に取り組んでおります。 

 

[ 教育長諸報告及び部課長報告・連絡事項の一括質疑 ] 

○髙橋委員 
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 八潮子ども夢大学についてですが、当日は参加することができず申し訳ござ

いませんでした。 

 参加していた児童生徒の保護者と話す機会があり、その保護者から大変いい

経験をさせていただき、八潮市でこういった活動があることを知らなかったの

で、参加をしてみて子どもが意欲的に活動するようになり、色々興味を持ち成

長しているのが見られたと感謝の言葉をいただきましたのでご報告をさせてい

ただきます。 

○木下委員 

 ジョイスタについてですが、自分の子どもも通わせており、とても丁寧に教

えていただきました。子どもも楽しかったと言っておりました。 

 周知するのは難しいことかもしれませんが、もっと参加する生徒が増えてい

くといいなと思います。 

○加藤教育長職務代理者 

 成人式の年齢については、２０歳がいいと思います。高校を卒業してから少

し経ってから行うことで、新鮮さもあると思います。 

 また、成人式のアトラクションについては、内容を変えてもいいのではない

でしょうか。 

●井上教育総務部副部長兼社会教育課長 

 アトラクションについては、動きが激しいもので集中して見てくれているの

で、いい内容だと思います。今後も良いものがあれば取り入れていきたいと思

います。 

○中川委員 

 成人式については、意見聴取の結果にもあるように、２０歳がいいと思いま

す。 

○木下委員 

 成人式は２０歳がいいと思います。前撮りや振袖の準備等もありますので、

負担なくできるのは２０歳だと思います。 
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 また、今は小学校４年生で１０歳の２分の１成人式というのを実施しており

ますので、そういった部分を考えても区切りがいいと思います。 

 

[ 教育長が定例会閉会の宣言をする ] 

会議終了。  
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次回開催日程  

 令和２年第１回定例会 令和２年１月２２日（水）午前９時３０分  

 

会議録作成責任者                

会 議 録 作 成 者                

会 議 録 作 成 者                

 

上記会議録に相違ないことを出席者全員ここに署名する。 

 

八 潮 市 教 育 委 員 会 

 

教   育   長                       

 

教育長職務代理者                       

 

委      員                       

 

委      員                       

 

委      員                       


